
26

小
・
中
学
生

人
権
書
道
・
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

栃
木
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
で

は
、
人
権
思
想
の
普
及
高
揚
の
一

環
と
し
て
、
人
権
書
道
・
作
文
コ

ン
テ
ス
ト
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
次
代
を

担
う
小
・
中
学
生
を
対
象
に
書

道
・
作
文
を
書
い
て
も
ら
う
こ
と

に
よ
り
、
人
権
尊
重
の
重
要
性
、

必
要
性
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て

も
ら
う
と
同
時
に
、
豊
か
な
人
権

感
覚
を
見
つ
け
て
も
ら
う
こ
と
を

目
的
と
し
た
も
の
で
す
。
審
査
の

結
果
、
本
市
よ
り
以
下
の
方
が
そ

れ
ぞ
れ
各
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

《
小
学
生
人
権
書
道
コ
ン
テ
ス
ト
》

●
最
優
秀
賞

関
田
　
文
香
（
緑
小
3
年
）

近
藤
　
　
光
（
国
分
寺
西
小
3
年
）

川
上
早
百
合
（
吉
田
東
小
5
年
）

齋
喜
　
萌
菜
（
古
山
小
5
年
）

山
中
　
彩
可
（
国
分
寺
小
5
年
）

関
田
　
千
聖
（
緑
小
6
年
）

●
優
秀
賞

丸
山
　
文
崇
（
石
橋
北
小
3
年
）

舘
野
　
若
菜
（
国
分
寺
小
4
年
）

●
奨
励
賞

中
島
想
世
子
（
薬
師
寺
小
3
年
）

大
海
　
暢
克
（
吉
田
西
小
4
年
）

押
山
　
郁
流
（
石
橋
小
4
年
）

堀
　
あ
す
か
（
細
谷
小
5
年
）

和
泉
玖
里
恵
（
祇
園
小
６
年
）

櫻
井
　
毬
子
（
国
分
寺
東
小
6
年
）

《
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
》

●
最
優
秀
賞

小
川
　
理
菜
（
石
橋
中
2
年
）

斎
藤
　
綾
夏
（
国
分
寺
中
1
年
）

●
優
秀
賞

臼
井
　
麻
衣
（
石
橋
中
1
年
）

渡
邉
　
　
光
（
国
分
寺
中
3
年
）

薄
井
　
綾
乃
（
国
分
寺
中
2
年
）

●
奨
励
賞

法
師
人
　
僚
（
南
河
内
中
1
年
）

中
川
　
晴
菜
（
南
河
内
第
二
中
1
年
）

＊

な
お
、
最
優
秀
賞
の
小
川
理
菜

さ
ん
は
、
栃
木
県
大
会
に
お
い
て

奨
励
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

第
１
回
　
下
野
市

理
科
研
究
審
査
会
優
秀
作
品

11
月
9
日
（
木
）、
下
野
市
役
所

石
橋
庁
舎
で
市
内
小
中
学
校
理
科

主
任
の
先
生
を
審
査
員
と
し
て
招

き
、
第
１
回
の
下
野
市
理
科
研
究

審
査
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

校
内
審
査
を
経
て
出
品
さ
れ
た
、

小
学
校
計
91
点
、
中
学
校
計
13
点

の
合
計
104
点
の
中
か
ら
、
次
の
作

品
が
優
秀
作
品
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

優
秀
賞
受
賞
作
品
は
下
都
賀
地

区
の
審
査
会
へ
出
品
し
ま
す
。

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
敬
称
略
）

◎
小
学
生
の
部

【
第
1
学
年
】

矢
田
部
日
向
子
（
緑
小
）

「
あ
り
の
か
ん
さ
つ
」

小
嶋
隆
一
郎
（
国
分
寺
小
）

「
水
に
う
く
も
の
と
し
ず
む
も
の
」

野
村
柚
衣
子
（
国
分
寺
小
）

「
か
み
で
な
ぜ

て
が
き
れ
る
の
か
」

【
第
2
学
年
】

佐
藤
　
　
翼
（
緑
小
）

「
ダ
ン
ゴ
虫
の
け
ん
き
ゅ
う

〜
ダ
ン
ゴ
虫
の
ふ
し
ぎ
〜
」

三
宅
　
真
央
（
緑
小
）

「
ど
う
し
て
め
が
出
る
の
か
な
」

大
橋
　
智
洋
（
国
分
寺
小
）

「
よ
く
ま
わ
る
『
こ
ま
』
っ
て

ど
ん
な
こ
ま
？
」

【
第
3
学
年
】

津
川
　
貴
恒
（
薬
師
寺
小
）

「
植
物
の
成
長
に
つ
い
て
」

石
田
幸
一
郎
（
石
橋
小
）

「
ふ
く
お
か
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん

の
家
の
回
り
で
見
つ
け
た
」

斎
藤
　
瑞
穂
（
国
分
寺
小
）

「
び
っ
く
り
み
か
ん
の
皮
し
ら
べ
」

【
第
4
学
年
】

須
田
　
琢
己
（
緑
小
）

「
め
ざ
せ
カ
ル
メ
焼
き
の
達
人
」

館
野
　
結
香
（
石
橋
小
）

「
日
本
の
た
ん
ぽ
ぽ
が

せ
い
よ
う
た
ん
ぽ
ぽ
に

負
け
て
し
ま
っ
た
理
由
」

白
石
　
昭
仁
（
国
分
寺
西
小
）

「
食
べ
物
で
の
り
を
作
ろ
う
」

【
第
5
学
年
】

篠
崎
　
仁
美
（
緑
小
）

「
夏
休
み
の
イ
ン
ゲ
ン
豆
日
記
」

今
泉
志
紀
乃
／
大
山
智
恵
子
　

（
石
橋
小
）

「
麩
を
作
っ
て
み
よ
う
」

青
木
　
莉
佳
（
古
山
小
）

「
浮
草
の
研
究
」

瀬
尾
　
　
篤
（
古
山
小
）

「
さ
び
の
研
究
」

【
第
6
学
年
】

高
山
　
大
地
（
薬
師
寺
小
）

「
落
体
の
研
究
」

松
崎
　
　
悠
（
緑
小
）

「
ふ
し
ぎ
な
噴
水
」

井
上
　
雄
貴
（
緑
小
）

「
衝
突
に
お
け
る

ダ
メ
ー
ジ
の
測
定
」

秋
山
　
優
太
（
石
橋
小
）

「
シ
ャ
ボ
ン
玉
を
大
き
く

美
し
く
す
る
研
究
」

櫻
井
　
毬
子
／
櫻
井
　
周
平

（
国
分
寺
東
小
）

「
不
思
議
い
っ
ぱ
い

ス
ラ
イ
ム
の
実
験
」

Congratulations
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下
野
市
民
生
委
員
児
童
委
員
の

４
氏
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た

第
16
回
栃
木
県
民
生
委
員
児
童

委
員
大
会
が
11
月
13
日
（
月
）、
宇

都
宮
市
文
化
会
館
に
て
行
わ
れ
、

本
市
民
生
委
員
児
童
委
員
の
梅
山

久
男
氏
（
下
長
田
在
住
）
・
石
岡

圭
介
氏
（
下
古
山
在
住
）
・
稲
葉

ハ
ツ
ヱ
氏
（
小
金
井
在
住
）
・
田

村
敬
子
氏
（
川
中
子
在
住
）
の
4

氏
が
8
年
の
活
動
功
績
が
認
め
ら

れ
、
栃
木
県
民
生
委
員
児
童
委
員

協
議
会
会
長
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
現
在
も
地
域
住
民
の
立

場
に
立
っ
て
相
談
・
援
助
を
行
い
、

社
会
福
祉
の
増
進
に
尽
力
さ
れ
て

い
ま
す
。

下
野
市
更
生
保
護
女
性
会
員
の

11
氏
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た

平
成
18
年
度
栃
木
県
更
生
保
護

事
業
関
係
者
顕
彰
式
が
11
月
27
日

（
月
）、
宇
都
宮
市
文
化
会
館
に
て

行
わ
れ
、
本
市
更
生
保
護
女
性
会

員
の
11
氏
の
活
動
功
績
が
認
め
ら

れ
、
次
の
と
お
り
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。

（
敬
称
略
）

◆
日
本
更
生
保
護
女
性
連
盟
会
長
表
彰

小
島
喜
美
子

◆
関
東
地
方
更
生
保
護
委
員
会

委
員
長
感
謝
状
　
　

佐
藤
　
和
子

◆
関
東
地
方
更
生
保
護
女
性
連
盟

会
長
表
彰

諏
訪
美
津
枝

◆
栃
木
県
知
事
感
謝
状

海
老
原
静
江
　
川
俣
　
シ
ゲ

◆
宇
都
宮
保
護
観
察
所
長
感
謝
状

山
岸
　
洋
子
　
梶
谷
キ
ヨ
子

千
葉
　
重
子
　
飯
沼
　
恭
子

上
野
　
勇
子
　
大
越
　
信
子

ま
た
、
現
在
も
女
性
と
し
て
の

立
場
か
ら
地
域
社
会
の
犯
罪
・
非

行
の
未
然
防
止
の
た
め
の
啓
発
活

動
を
行
う
と
と
も
に
、
青
少
年
の

健
全
な
育
成
を
助
け
、
社
会
福
祉

の
増
進
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

統
計
調
査
員
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た

第
44
回
栃
木
県
統
計
大
会
が
11

月
15
日
（
水
）、
栃
木
県
総
合
文
化

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
統
計
調
査
に

多
大
な
ご
尽
力
を
さ
れ
た
次
の
方

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

◆
総
務
大
臣
表
彰

松
本
　
典
子
（
下
古
山
）

梅
田
恵
美
子
（
緑
）

植
竹
ゆ
か
り
（
小
金
井
）

◆
厚
生
労
働
大
臣
表
彰

栃
木
ビ
ル
商
事
㈱
（
薬
師
寺
）

◆
栃
木
県
統
計
協
会
名
誉
会
長
表
彰

倉
井
　
　
栄
（
小
金
井
）

橋
本
眞
差
子
（
中
大
領
）

ま
た
、
経
済
産
業
省
よ
り
功
労

統
計
調
査
員
に
対
す
る
感
謝
状
が

次
の
4
名
の
方
に
送
ら
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

佐
藤
　
昭
正
（
川
中
子
）

蓬
田
　
　
義
（
仁
良
川
）

川
俣
　
英
生
（
上
坪
山
）

倉
井
　
正
子
（
石
橋
）

◎
中
学
生
の
部

【
第
1
学
年
】

須
田
　
千
尋
（
南
河
内
第
二
中
）

「
カ
ル
メ
焼
き
を
上
手
に
楽
し

く
作
る
に
は
〜
少
し
だ
け
酸

性
と
ア
ル
カ
リ
性
そ
の
3
〜
」

隅
内
　
寿
尚
（
石
橋
中
）

「
高
分
子
吸
収
体
の
ミ
ニ
研
究
」

和
田
祐
貴
子
（
石
橋
中
）

「
水
と
油
を
混
ぜ
る
に
は
」

斎
藤
　
祐
貴
（
国
分
寺
中
）

「
リ
モ
ネ
ン
の
効
用
に
つ
い
て
」

鈴
木
　
泰
斗
（
国
分
寺
中
）

「
砂
糖
の
大
結
晶
を
作
る
」

【
第
2
学
年
】

五
味
　
悠
介
（
南
河
内
第
二
中
）

「
蚕
の
研
究
（
Ⅵ
）
〜
核
多
核

体
病
ウ
イ
ル
ス
の
正
体
〜
」

辻
村
　
里
奈
（
石
橋
中
）

「W
hat's

紫
外
線
」

石
井
　
桜
子
（
石
橋
中
）

「
メ
レ
ン
ゲ
の
性
質
を
調
べ
る
」

【
第
3
学
年
】

松
本
　
　
彬
（
南
河
内
中
）

「
続
・
雲
で
明
日
の
天
気
は

予
測
で
き
る
の
か
」

小
池
穂
菜
美
（
石
橋
中
）

「
銀
の
な
ぞ
？
パ
ー
ト
Ⅱ
」

小
沼
　
雅
世
（
国
分
寺
中
）

「
洗
面
器
を
使
っ
た
声
に

よ
っ
て
で
き
る
模
様
の
研
究
」




